
五
九

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術

廖
　

欽

彬

一
、
は
じ
め
に

　

九
鬼
周
造
（
一
八
八
八
│
一
九
四
一
）
の
『
い
き
の
構
造
』（
一
九
三
〇
）
は
、
一
民
族
の
言
葉
に
は
そ
の
民
族
の
実
存
的
状
況
が
含

ま
れ
て
い
る
と
し
、
あ
る
文
化
圏
の
言
葉
は
、
ほ
か
の
文
化
圏
の
人
々
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
と
主
張
し
、「
い
き
」
と
い
う

言
葉
の
日
本
的
実
存
の
特
徴
を
披
露
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
日
本
主
義
的
な
言
葉
の
主
張
は
、
的
確
に
当
時
の
日
本
人
の
特
質
を
表
し
、

西
洋
人
の
注
目
を
引
き
付
け
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
当
時
の
日
本
人
の
西
洋
人
に
対
し
て
抱
い
た
、
あ

る
種
の
劣
等
感
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
感
情
が
、
彼
に
そ
の
よ
う
な
実
存
的
な
異
文
化
論
な
い
し
言
語
論
を
生
み
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

別
の
角
度
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
が
帯
び
る
「
普
遍
性
」
を
相
対
化
し
て
、
西
洋
も
東
洋
も
あ
く
ま
で

相
対
的
な
特
殊
存
在
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
思
索
の
結
果
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
東
洋
と
西
洋
と
の
間
に
生
ま
れ
た
言
葉
、
意
思
疎
通
、
あ
る
い
は
翻
訳
に
関
す
る
間
隙
は
、
確
か
に
各
文
化
の
い
き
い
き

と
し
た
独
自
性
を
保
持
し
て
く
れ
る
が
、
し
か
し
時
代
の
状
況
や
歴
史
的
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
言
語
観
や
価
値
観
は
変
遷
し

て
き
た
。
戦
前
の
思
想
状
況
と
は
違
っ
て
、
戦
後
、
共
産
主
義
や
社
会
主
義
と
自
由
民
主
主
義
の
陣
営
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
は
、
冷
戦
構

造
と
い
う
敵
対
的
な
国
際
情
勢
を
作
っ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
脱
構
築
と
い
う
ポ
ス
ト
ボ
ダ
ン
の
価
値
観
や
人
生
観
は
、
世
間
の
人
々
の
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固
定
観
念
を
覆
し
、
破
壊
す
べ
き
建
物
（
た
と
え
ば
哲
学
や
思
想
）
を
想
定
し
て
そ
れ
を
潰
し
、
も
は
や
人
々
を
規
制
す
る
も
の
は
ど
こ

に
も
存
在
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
解
放
感
を
与
え
た
り
も
し
た
。
そ
う
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
考
え
方
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
依
然
と

し
て
強
力
な
姿
勢
で
、
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
論
で
取
り
上
げ
る
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
│
一
九
九
三
）
は
、
ま
さ
に
戦
後
の
実
存
主
義
と
そ
の
後
に
現
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思

想
潮
流
に
乗
っ
て
、独
自
の
東
洋
哲
学
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
哲
学
者
で
あ
る
。
そ
の
主
著
『
意
識
と
本
質
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
三
年
）

は
、
井
筒
自
身
の
実
存
的
状
況
（
冷
戦
情
勢
に
取
り
囲
ま
れ
る
自
覚
の
状
況
）
か
ら
出
発
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
日
本
を

含
む
東
洋
哲
学
や
思
想
の
共
通
点
を
自
分
な
り
に
紡
ぎ
だ
し
、
西
洋
の
理
性
主
義
（
本
質
主
義
）
が
牛
耳
る
思
想
界
の
主
流
に
挑
戦
し
た

思
索
の
試
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
り
出
さ
れ
た
の
は
、
彼
独
自
の
意
識
哲
学
の
体
系
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
そ
の
意
識
哲
学
の
形
成

過
程
を
追
跡
し
、
次
に
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
意
識
と
言
葉
や
芸
術
と
の
連
関
を
模
索
し
、
井
筒
独
自
の
言
語
論
と
芸
術
論
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
、
そ
の
限
界
を
考
え
て
み
た
い
。

二
、
井
筒
の
意
識
哲
学
の
体
系

　
『
意
識
と
本
質
』
の
論
述
は
、
ま
さ
に
意
識
と
本
質
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
概
念
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
読
者
の

便
宜
の
た
め
に
、
彼
が
構
想
し
た
こ
の
二
つ
の
概
念
の
構
造
を
簡
潔
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
彼
は
、
自
ら
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
意
識

を
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
意
識
は
常
に
「
…
の
意
識
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
現
代
人
の
い
う
意
識

と
は
、常
に
あ
る
も
の
へ
の
意
識
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
現
象
学
で
は
、そ
れ
を
ノ
エ
シ
ス
（noesis

）
と
い
う
。
こ
の
「
…
の
意
識
」
は
、

井
筒
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
表
層
意
識
と
さ
れ
、
そ
の
表
層
意
識
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
存
在
（
本
質
）
は
虚
偽
で
あ
り
、
幻
想
で
あ



六
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り
、
妄
想
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
表
層
意
識
に
対
し
て
、
井
筒
は
、
洋
の
東
西
の
哲
学
や
思
想
の
資
源
を
活
用
し
て
、
深
層
意
識
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
存
在
（
本
質
）
こ
そ
真
相
で
あ
り
、
本
物
で
あ
り
、
実
在
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
表
層
意

識
と
深
層
意
識
を
次
の
よ
う
な
図
式
で
示
し
た
（『
意
識
と
本
質
』、
二
一
四
頁
を
参
照
）。

Ａ

Ｍ

Ｂ

Ｃ

〇

表
層
意
識

深
層
意
識

　

上
の
構
造
が
示
す
よ
う
に
、
井
筒
は
意
識
を
表
層
意
識
と
深
層
意
識
に
分
け
て
、
前
者
を
Ａ
、
後
者
を
Ｍ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
〇
と
記
し
て
い

る
。
四
つ
の
深
層
意
識
は
そ
れ
ぞ
れ
、
想
像
的
な
領
域
（
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
領
域
）、
言
語
ア
ラ
ヤ
識
（
ユ
ン
グ
の
文
化
や
集
団
的
無
意
識
、

想
像
物
の
元
型
）、
無
意
識
、
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

井
筒
は
、
Ｍ
層
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
心
理
現
象
（
深
層
意
識
の
想
像
物
）
は
B
層
か
ら
来
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
次
の
C
層
は
無
意
識

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
B
層
と
は
完
全
に
断
絶
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
B
層
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
次
第
に
意
識
化
の
動
き
を
見
せ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
深
層
意
識
の
世
界
に
現
れ
る
心
理
現
象
の
プ
ロ
セ
ス
が
Ｃ
⇒
Ｂ
⇒
Ｍ
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

井
筒
の
こ
の
よ
う
な
意
識
の
分
け
方
に
は
、
深
層
意
識
に
よ
る
存
在
（
本
質
）
こ
そ
紛
れ
の
な
い
真
相
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｍ
層
に
現
れ
る
も
の（

1
）
は
、
通
常
の
わ
れ
わ
れ
の
価
値
観
か
ら
見
れ
ば
単
な
る
幻
想
や
想
像
、
虚
偽
に
満
ち
た

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
筒
は
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
、
そ
れ
こ
そ
本
物
だ
と
主
張
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
、井
筒
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
意
識
の
構
造
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
本
質
」
の
実
在
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
、ま
た
「
本

質
」
の
実
在
を
認
め
る
場
合
で
も
、
意
識
の
ど
の
次
元
で
認
め
る
の
か
（
意
識
の
表
層
か
深
層
か
）、
と
い
う
観
点
か
ら
、
時
代
や
土
地
、
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文
化
を
異
に
し
て
生
ま
れ
、
複
雑
に
錯
綜
し
つ
つ
現
代
に
至
る
東
洋
と
西
洋
哲
学
や
思
想
の
諸
伝
統
は
、
以
下
の
よ
う
に
明
快
に
整
理
さ

れ
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。

◆
「
本
質
」
否
定
の
立
場

　
　
　
　

大
乗
仏
教
・
禅
思
想

　
　
　
　

老
荘
思
想

◆
「
本
質
」
肯
定
の
立
場

　

Ⅰ　

普
遍
的
「
本
質
」（m

āhīyah

）
を
肯
定

　
　
　
　
「
本
質
」
を
深
層
意
識
の
次
元
で
把
握

　
　
　
　

マ
ラ
ル
メ
の
必
然
論

　
　
　
　

宋
学
の
格
物
窮
理

　
　
　
　
「
本
質
」
を
深
層
意
識
の
次
元
で
「
元
型
」（
象
徴
）
と
し
て
把
握

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
者
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
「
有
無
中
道
の
実
在
」

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
家
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
「
光
の
天
使
」

　
　
　
　

易
の
六
十
四
卦

　
　
　
　

密
教
の
曼
荼
羅
（
道
元
）

　
　
　
　

ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
カ
ッ
バ
ー
ラ
の
「
セ
フ
ィ
ロ
ー
ト
」

　
　
　
　
「
本
質
」
を
表
層
意
識
で
理
知
的
に
把
握



六
三

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

　
　
　
　

プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論

　
　
　
　

孔
子
の
正
名
論

　
　
　
　

古
代
イ
ン
ド
の
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（
勝
論
派
）
の
名
実
論

　

Ⅱ　

個
体
的
「
本
質
」（huw

īyah

）
の
み
を
肯
定

　
　
　
　

直
感
的
把
握

　
　
　
　
　

本
居
宣
長
の
「
も
の
の
あ
わ
れ
」

　
　
　
　

深
層
意
識
的
把
握

　
　
　
　
　

リ
ル
ケ

　

Ⅲ　

普
遍
的
「
本
質
」
と
個
体
的
「
本
質
」
の
両
者
を
肯
定

　
　
　
　
　

松
尾
芭
蕉

　

以
上
が
、井
筒
の「
本
質
」概
念
に
対
す
る
分
析
の
構
造
で
あ
る
。『
意
識
と
本
質
』は
、東
洋
思
想
が
、表
層
意
識
の
作
用（
理
性
的
思
考
）

と
そ
れ
に
よ
る
存
在
（
本
質
）
の
把
捉
を
主
と
す
る
西
洋
近
代
思
想
と
い
か
に
異
な
り
、
西
洋
近
代
の
知
で
深
層
意
識
の
作
用
（
想
像
・

創
造
力
）
と
そ
れ
に
よ
る
存
在
（
本
質
）
の
把
捉
を
核
心
と
す
る
東
洋
思
想
を
分
析
、
理
解
す
る
こ
と
が
い
か
に
乱
暴
か
、
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
、
井
筒
の
西
洋
近
代
の
知
に
対
す
る
疑
念
と
挑
戦
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
と
同
時
に
、
彼
が
積
極
的

に
、
禅
思
想（

2
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
資
源
を
活
用
し
て
、
意
識
と
本
質
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
再
解
釈
す
る
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
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三
、
い
か
な
る
「
本
質
」
か

　
『
意
識
と
本
質
』
を
通
読
す
れ
ば
、
井
筒
は
深
層
意
識
で
の
存
在
（
本
質
）
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ

で
本
質
と
い
っ
て
も
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
本
質
か
、
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
井
筒
が
述
べ
た
と
お
り
、
彼
が

最
初
に
意
識
し
た
の
は
、
西
洋
中
世
哲
学
、
つ
ま
り
ス
コ
ラ
哲
学
の
術
語quidditas

（
＝essentia

）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ス
コ
ラ
哲
学
の

術
語m

āhīyah

で
あ
る
。
字
義
的
に
は
、
両
者
は
い
ず
れ
も
、「
そ
れ
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
」
を
意
味
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
「
本
質
」
概
念
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（『
意
識
と
本
質
』、六
一
│
六
三
頁
を
参
照
）。
し
か
し
、上
述
し
た
二
つ
の
本
質
は
、

井
筒
に
お
い
て
は
、
異
次
元
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
西
洋
ス
コ
ラ
哲
学
の
「
本
質
」
概
念
を
継
承
す
る
意
欲
が
全
く
な
く
、
む
し
ろ
イ
ス

ラ
ー
ム
・
ス
コ
ラ
哲
学
の
「
本
質
」
概
念
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
批
判
的
に
論
述
し
た
。

　

元
来
、
西
洋
で
は
、「
本
質
」
と
は
、
も
の
の
存
在
を
存
在
た
ら
し
め
る
も
の
、
つ
ま
り
、
あ
る
存
在
を
必
然
的
に
そ
の
存
在
と
し
て

規
定
す
る
内
実
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
本
質
」
の
探
究
は
、
必
然
的
に
も
の
の
存
在
す
る
根
拠
の
探
求
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
だ

が
、「
本
質
」
概
念
が
す
べ
て
の
存
在
を
規
定
し
、
絶
対
に
揺
る
が
せ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
き
、
す
べ
て
の
存
在
は
必
然
の
世
界
に
組

み
込
ま
れ
、
一
切
の
偶
然
性
（
偶
有
性
）
を
持
た
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
す
べ
て
の
理
解
不
可
能
な
事
象
や
存
在
な
ど
は
、
幻
想
や

妄
想
、
虚
構
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
井
筒
は
、
こ
の
よ
う
な
「
本
質
」
論
の
考
え
方
が
蔓
延
し
な
い
よ
う
に
、
積
極

的
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）
の
思
想
を
援
用
し
、
そ
の
深
層
意
識
の
作
用
に
よ
る
「
本
質
」
論
を
主
張
し
た
。

　

以
下
で
は
、
井
筒
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
（
一
一
六
五
│
一
二
四
〇
）
の
「
存
在
一
性
論
（w

aḥda al-w
ujūd

）」
と
「
有
無
中
道
の
実

在
（a'yān thābitah

）」
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
、
上
掲
し
た
彼
の
意
識
の
構
造
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
本

質
」
概
念
を
究
明
し
て
み
た
い
。



六
五

井
筒
俊
彦
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識
哲
学
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け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

　

井
筒
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
意
識
と
本
質
を
語
る
場
合
、『
コ
ー
ラ
ン
』
で
い
う
絶
対
的

一
神
、
万
物
を
無
か
ら
創
り
出
し
た
創
造
主
、
天
地
の
主
宰
者
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
神
が
イ
ス
ラ
ー
ム
的
意
識

の
奥
底
に
位
置
し
、
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
意
識
で
眺
め
ら
れ
る
（『
意
識
と
本
質
』、
一
〇
四
│
一
〇
五
頁
を
参
照
）。
も
ち
ろ
ん
、
イ

ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
「
存
在
一
性
論
」
と
「
有
無
中
道
の
実
在
」
と
い
う
二
つ
の
存
在
論
に
関
す
る
重
要
な
概
念
も
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

井
筒
の
解
釈
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
一
性
論
は
、「
存
在
」
を
絶
対
の
真
実
在
と
見
な
し
、「
本
質
」
を
無
の
立
場
と
し
た
。

た
と
え
ば
、
目
の
前
に
あ
る
花
を
花
と
し
て
見
る
の
は
、
た
だ
の
妄
念
の
作
用
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
、
花
を
花
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な

い
。
そ
れ
を
「
存
在
」
の
特
殊
的
な
限
定
の
顕
現
形
態
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
（
初
出
は
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』、こ
の
著
作
は
『
井

筒
俊
彦
著
作
集
』
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
著
作
集
の
引
用
は
、
Ｉ
巻
数
・
頁
数
で
示
す
。
Ｉ
六
・
二
七
を
参
照
）。

　

む
ろ
ん
、
こ
こ
で
い
う
「
本
質
」
は
わ
れ
わ
れ
一
般
人
の
表
層
意
識
に
お
け
る
概
念
や
思
惟
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
と
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
表
層
意
識
で
の
産
物
は
た
だ
の
虚
構
に
す
ぎ
な
い
。「
存
在
」
が
花
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

本
来
、
絶
対
的
無
限
定
者
や
絶
対
的
無
分
節
者
、
言
い
換
え
れ
ば
「
存
在
」
に
対
し
て
分
節
、
限
定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

分
節
、
限
定
と
は
、「
境
界
」（ḥadd, 

複
數: ḥud ūd

）
の
こ
と
で
あ
り
、「
境
界
」
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
で
い
う
「
定
義
」
の
意
味

で
あ
る
。
定
義
と
は
、
言
語
に
よ
り
事
物
の
「
本
質
」
を
示
す
こ
と
で
あ
る
た
め
、
境
界
と
は
定
義
で
あ
り
、
本
質
で
も
あ
る
こ
と
に
な

る
（
Ｉ
六
・
二
八
を
参
照
）。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
考
え
で
は
、
世
界
（
あ
ら
ゆ
る
存
在
界
）
は
唯
一
無
二
の
真
実
在
で
あ
り
、
絶
対
無
分
節
の
「
存
在
」
が
さ
ま

ざ
ま
な
「
境
界
」
で
分
節
す
る
と
い
う
形
で
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
表
層
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
井
筒
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
の
哲
学
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
と
い
う
の
は
絶
対
者
の
究
極
的
な
境
地
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
段
と
高
い
、
あ
る
い
は
さ
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ら
に
一
段
と
奥
深
い
、
神
以
前
あ
る
い
は
神
と
も
称
し
難
い
状
態
で
あ
る
。（
Ⅰ
五
・
四
三
四
を
参
照
）。
絶
対
者
自
身
は
、
無
分
節
の
も

の
で
あ
り
、
究
極
的
一
で
あ
り
、
名
前
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
だ
仮
に
「
絶
対
一
者
」
と
い
う
言
葉
で
称
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
（
Ⅰ
五
・
四
三
四
を
参
照
）。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
こ
う
し
た
「
一
者
か
ら
多
者
へ
の
発
展
」
の
存
在
論
は
、
形
而
上
的
な

絶
対
一
者
か
ら
発
展
し
、
分
節
し
て
き
た
存
在
論
で
あ
り
、
ま
た
「
無
か
ら
有
へ
の
」、
つ
ま
り
神
の
自
己
顕
現
の
存
在
論
で
あ
る
。

　

井
筒
の
考
察
に
よ
れ
ば
、そ
う
し
た
過
程
で
は
、イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は「
有
無
中
道
の
実
在
」（a'y ān th ābitah

）を
考
案
し
、そ
れ
に
よ
っ

て
絶
対
の
一
者
と
相
対
の
多
者
、
無
と
有
、
神
と
万
物
、
実
在
と
現
象
、
本
質
と
妄
念
を
繋
ご
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

は
存
在
論
と
い
う
仕
方
で
、
こ
の
よ
う
な
存
在
の
元
型
、
あ
る
い
は
神
的
意
識
の
内
在
分
節
をa'y ān th ābitah

、
つ
ま
り
，「
有
無
中
道

の
実
在
」
と
称
し
た
（I5

・436
を
参
照
）。Th ābitah

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
術
語
で
は
、
有
と
無
の
中
間
状
態
を
指
し
、
有
で
も

な
け
れ
ば
、
無
で
も
な
く
、
中
間
で
あ
る
。a'y ān

は
リ
ア
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
実
在
の
複
数
形
で
あ
る
。a'y ān th ābitah

は
、
つ
ま
り

有
と
無
の
中
間
状
態
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
、「
有
無
中
道
の
実
在
」
は
「
存
在
一
性
論
」
に
お
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
二
つ
の
中
間
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
論
（
形
而
上
学
）
で
は
、「
有
無
中
道
の
実
在
」
は
「
絶
対
的
無
限
定
者
、
絶
対
無
分
節
者
、
絶
対
一
者
、

絶
対
的
実
在
」
⇒
「
有
と
無
の
中
間
状
態
」
⇒
「
一
般
人
の
表
層
意
識
に
お
け
る
現
象
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
界
の
存
在
（
有
）」
と
い
う
過

程
で
の
媒
介
役
を
担
う
。
彼
の
信
仰
の
世
界
で
は
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
絶
対
不
可
知
の
神
、
隠
れ
た
神
」
⇒
「
神
的
意
識
の
内
部
分
節
、

顕
現
の
神
」
⇒
「
一
般
人
の
表
層
意
識
に
お
け
る
現
象
、
具
体
的
経
験
界
の
事
物
と
現
象
」
と
い
う
過
程
で
の
媒
介
役
で
あ
る
。

　

井
筒
の
考
え
で
は
、「
有
無
中
道
の
実
在
」
は
一
種
の
柔
軟
な
、
固
定
し
て
い
な
い
モ
デ
ル
（
範
型
、
元
型
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
絶
え

ず
に
流
動
し
、
事
物
の
根
源
的
な
想
像
物
（
イ
マ
ー
ジ
ュ
、im

age

）
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
経
験
的
世
界
の
事
物
が

そ
れ
に
か
た
ど
っ
て
現
成
す
る
、
存
在
の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
の
意
で
あ
る
（『
意
識
と
本
質
』、
二
七
四
頁
を
参
照
）。
こ
こ
で
、
前
節



六
七

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

で
掲
げ
た
意
識
の
構
造
を
思
い
起
こ
せ
ば
、「
有
無
中
道
の
実
在
」
は
ま
さ
に
深
層
意
識
の
「
〇
⇒
Ｃ
⇒
Ｂ
⇒
Ｍ
」
と
い
う
過
程
で
の
「
Ｃ

と
Ｂ
（
無
と
有
の
間
）」
で
あ
る
。
そ
の
産
物
で
あ
る
想
像
物
の
活
動
す
る
領
域
は
、
Ｍ
層
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
絶
対
的
無
限

定
者
、
絶
対
無
分
節
者
、
絶
対
一
者
、
絶
対
的
実
在
」、
あ
る
い
は
「
絶
対
不
可
知
の
神
、
隠
れ
た
神
」
は
、
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
井
筒
の
い
う
「
本
質
」
と
は
、
決
し
て
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
や
西
洋
の
ス
コ
ラ
哲
学
で
い
う
「
本
質
」
の
こ
と

（
理
性
活
動
が
把
捉
し
た
存
在
の
存
在
性
、本
性
）
で
は
な
く
、そ
れ
は
、人
間
の
深
層
意
識
に
お
い
て
現
れ
る
神
の
自
己
顕
現
の
事
象
（
神

の
自
意
識
の
内
部
分
節
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

五
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
「
本
質
」
論

　

こ
こ
で
は
、
禅
宗
が
提
示
し
た
「
本
質
」
否
定
論
を
一
々
検
証
す
る
余
地
が
な
い
が
、
以
下
の
引
用
を
通
じ
て
、
井
筒
の
捉
え
た
禅
宗

の
「
本
質
」
否
定
論
を
見
て
み
よ
う
。

こ
う
し
て
禅
は
、
す
べ
て
の
存
在
者
か
ら
「
本
質
」
を
消
去
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
意
識
対
象
を
無
化
し
、
全
存

在
世
界
を
カ
オ
ス
化
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
で
禅
は
と
ど
ま
り
は
し
な
い
。
世
界
の
カ
オ
ス
化
は
禅
の
存
在
体
験
の
前

半
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
た
ん
カ
オ
ス
化
し
き
っ
た
世
界
に
、禅
は
ま
た
再
び
秩
序
を
戻
す
、但
し
、今
度
は
前
と
は
違
っ
た
、ま
っ

た
く
新
し
い
形
で
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
が
も
う
一
度
返
っ
て
く
る
。
無
化
さ
れ
た
花
が
ま
た
花
と
し
て
蘇
る
。
だ
が
、
ま
た
花
と
し

て
と
い
っ
て
も
、
花
の
「
本
質
」
を
取
り
戻
し
て
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
無
「
本
質
」
的
に
、
で
あ
る
。（『
意
識
と
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六
八

本
質
』、
一
一
九
頁
）

　

こ
こ
か
ら
、
井
筒
が
自
ら
の
意
識
哲
学
な
い
し
「
本
質
」
論
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
禅
宗
の
「
本
質
」
否
定
論
を
援
用
し
た
理
由

が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
井
筒
は
禅
宗
の
経
験
的
世
界
に
あ
る
存
在
（
自
性
）
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
取
る
ス
タ
ン
ス
に
共
鳴
を
覚

え
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
「
存
在
一
性
論
」
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
わ

れ
わ
れ
の
経
験
的
世
界
に
現
れ
る
も
の
は
、
た
だ
妄
念
に
よ
る
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
は
、
ち
ょ
う
ど
井
筒
が
、
自
ら
が
描
い
た
深
層

意
識
に
現
れ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
想
像
物
）
は
神
の
自
意
識
の
内
部
分
節
で
あ
る
と
い
う
意
図
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
Ｍ

層
の
想
像
物
は
真
の
実
在
で
あ
り
、
絶
対
的
無
限
定
者
（
存
在
論
か
ら
見
れ
ば
）
や
絶
対
不
可
知
の
神
（
宗
教
論
か
ら
見
れ
ば
）
の
分
節

で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
無
限
定
者
の
分
節
（
哲
学
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
）
と
、
絶
対
不
可
知
の
神
の
分
節
（
宗
教
の
立
場
か
ら
見

れ
ば
）
の
ど
ち
ら
が
、
井
筒
の
望
ん
で
い
る
「
本
質
」
な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
後
者
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。
井
筒
は
、
禅
宗
で
は
座
禅
す
る

と
き
に
生
じ
た
瞑
想
状
態
に
よ
る
妄
想
を
戒
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
か
ら
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
密
教
の
精
神
的
伝
統
を
引
き
合
い
に

出
し
て
い
る
。

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
や
密
教
の
よ
う
な
精
神
的
伝
統
と
、
こ
れ
は
ま
る
で
正
反
対
の
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
人
の
意
識
に
現
れ
る
こ
の
種
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
重
大
な
意
義
を
認
め
る
。
ど
ん
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
も
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
、
無
論
、
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
瞑
想
に
よ
っ
て
こ
う
い
う
異
常
現
象
が
経
験
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
本
論
で
い
う
Ｍ

領
域
が
意
識
深
層
で
開
け
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
か
ら
だ
。（『
意
識
と
本
質
』、
二
一
九
頁
）



六
九

井
筒
俊
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芸
術
〔
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こ
の
一
節
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
井
筒
の
取
っ
て
い
る
立
場
は
、
深
層
意
識
で
の
存
在
（
本
質
）
を
肯
定
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
こ
で

異
常
現
象
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
の
も
、表
層
意
識
の
ほ
う
か
ら
の
見
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、井
筒
は
あ
え
て
こ
の
「
異
常
」
に
、

あ
る
べ
き
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
冷
戦
体
制
を
打
開
し
、
実
存
と
脱
構
築
の
立
場
か
ら
、
西
洋
哲
学
の
理
性
主
義
や
本
質
主
義
に
抵
抗
す
る
た
め
、
東

洋
哲
学
の
根
底
に
あ
る
深
層
意
識
の
哲
学
体
系
を
打
ち
立
て
た
哲
学
の
ス
タ
ン
ス
は
、深
層
意
識
で
の
本
質
肯
定
論
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
戦
前
の
京
都
学
派
の
絶
対
無
の
哲
学
、
つ
ま
り
徹
底
し
た
本
質
否
定
論
の
哲
学
と
は
、
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

六
、
意
識
、
言
語
、
存
在

　

井
筒
哲
学
の
研
究
者
・
若
松
英
輔
は
『
井
筒
俊
彦
―
叡
知
の
哲
学
―
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
で
、
特
に
井
筒
の

言
語
哲
学
に
お
け
る
貢
献
を
強
調
し
、
言
語
哲
学
こ
そ
井
筒
哲
学
の
根
幹
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
言
葉

と
意
識
の
問
題
は
、
終
始
井
筒
哲
学
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
賛
同
す
る
。
し
か
し
、
井
筒
の
禅
や
老

荘
思
想
と
唯
識
思
想
を
根
底
に
し
た
言
語
論
を
彼
の
哲
学
の
特
色
と
し
た
の
は
、
早
急
だ
と
思
う（

3
）。

　

上
で
検
証
し
た
よ
う
に
、井
筒
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
「
存
在
一
性
論
」
と
「
有
無
中
道
の
実
在
」
を
援
用
し
て
、「
〇
↓
Ｃ
↓
Ｂ
↓
Ｍ
」

と
い
う
深
層
意
識
の
本
質
肯
定
論
で
「
Ａ
」
と
い
う
表
層
意
識
の
本
質
肯
定
論
を
否
定
す
る
意
識
哲
学
の
体
系
を
構
築
し
て
き
た
。
イ
ブ

ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
哲
学
で
は
、
こ
の
〇
（
名
前
の
な
い
何
と
も
名
づ
け
よ
う
の
な
い
も
の
）
は
神
・
ア
ッ
ラ
ー
「
Ｃ
」
以
前
の
状
態
、
つ
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ま
り
絶
対
的
無
限
定
者
で
あ
り
、
禅
思
想
で
は
、
無
な
い
し
空
で
あ
り
、
老
荘
思
想
で
は
、
絶
対
の
無
名
で
あ
る
。
唯
識
思
想
で
は
、
第

八
識
の
ア
ラ
ヤ
識
「
Ｃ
」
以
前
の
状
態
で
あ
り
、
言
葉
以
前
の
無
一
物
の
状
態
で
あ
る
。
井
筒
の
い
う
無
言
語
か
ら
言
語
へ
と
移
り
、
未

だ
固
定
で
き
な
い
曖
昧
な
状
態
を
表
す
「
言
語
ア
ラ
ヤ
識
」
や
「
意
味
ア
ラ
ヤ
識
」
は
深
層
意
識
の
「
Ｂ
」
に
当
た
る（

4
）。

　

井
筒
が
求
め
よ
う
と
し
た
理
想
的
な
言
語
が
、
表
層
意
識
（
理
性
主
義
や
本
質
主
義
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

そ
し
て
深
層
意
識
の
体
系
に
基
づ
い
た
流
動
的
な
、
意
味
可
能
な
言
語
（
九
鬼
流
に
言
え
ば
、
偶
然
性
の
言
語
）
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の

言
語
論
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
井
筒
の
「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」（『
意
味
の
深
み
へ
』）
と
い
う
よ
う
に
、
絶
対
無
と
有
を
往
来
す

る
と
い
う
よ
う
な
流
動
的
存
在
こ
そ
、
無
分
節
（
識
別
な
し
、
区
別
な
し
）
と
分
節
（
識
別
、
区
別
）
と
の
間
、
ま
た
は
無
言
語
と
言
語

と
の
間
を
行
き
来
す
る
曖
昧
模
糊
で
不
確
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
存
在
論
、
宗
教
論
、
認
識
論
、
言
語
論
が
混
ざ
っ
て
い
る

井
筒
哲
学
の
混
合
体
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
絶
対
無
と
相
対
有
、
宗
教
と
哲
学
、
信
仰
と
理
性
と
の
京
都
学
派
的
な
媒
介
運
動
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
井
筒
の
意
識

哲
学
の
体
系
か
ら
、一
種
の
神
秘
性
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い（

5
）。
と
い
う
の
も
、ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
「
〇
」
は
、い
か
な
る
条
件
の
も
と
で
、

「
Ｃ
↓
Ｂ
↓
Ｍ
」、
つ
ま
り
自
己
分
節
（
自
己
発
展
、
自
己
顕
現
）
し
て
い
く
の
か
、
人
間
と
そ
の
絶
対
無
の
自
己
分
節
と
は
い
か
な
る
関

係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
井
筒
の
構
想
し
た
意
識
哲
学
の
体
系
に
は
見
出
し
難
い
か
ら
だ
。
深
層
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
存
在
、
認

識
、
言
語
に
、
構
造
化
（
固
定
化
）
を
拒
ま
せ
る
よ
う
に
設
定
し
た
井
筒
は
、
心
底
か
ら
徹
底
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
精
神
を
漂
わ
せ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

井
筒
に
お
い
て
は
、
絶
対
無
か
ら
の
顕
現
、
た
と
え
ば
絶
対
無
か
ら
存
在
現
象
、
宗
教
現
象
、
認
識
（
知
識
）
体
系
、
言
語
、
記
号
、

芸
術
の
表
現
な
ど
と
い
っ
た
形
の
あ
る
も
の
へ
の
分
節
は
、
何
か
に
固
定
さ
れ
得
な
い
流
動
的
な
分
節
で
あ
る
た
め
、
通
常
で
い
う
分
節

（
定
義
、
意
味
付
け
）
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
言
語
論
と
芸
術
論
も
ま
た
同
じ
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
非
言
語
的
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井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

な
性
質
を
帯
び
る
言
語
を
扱
う
言
語
論
で
あ
り
、
ま
た
表
現
な
き
表
現
（
西
田
の
言
葉
で
い
う
と
形
な
き
形
）
を
展
開
す
る
芸
術
論
で
あ

る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
禅
思
想
の
「
不
立
文
字
」
か
ら
案
出
し
た
言
語
論
や
、
唯
識
思
想
か
ら
見
出
し
た
潜

在
的
な
「
種
子
」（
言
葉
や
概
念
）
を
踏
ま
え
た
言
語
論
、
つ
ま
り
固
定
し
た
意
味
を
拒
絶
す
る
言
語
論
は
、
井
筒
の
意
識
哲
学
の
体
系

を
通
じ
て
、
一
種
の
内
部
言
語
論
、
深
層
意
識
の
言
語
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
Ⅰ
九
・
六
七
、七
〇
頁
を
参
照
）。

　

井
筒
の
い
う
言
葉
は
、
む
ろ
ん
言
葉
自
身
が
持
っ
て
い
る
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
公
共
性
の
あ
る
言
葉
と
し
て
は

決
し
て
成
立
し
難
い（

6
）。
彼
は
人
間
の
自
由
を
拘
束
す
る
公
共
性
（
規
則
性
、
必
然
性
）
を
無
く
す
代
わ
り
に
、
人
間
の
深
層
意
識
の

働
き
（
神
秘
性
）
を
、
別
の
意
味
で
の
「
公
共
性
」
に
し
た
の
で
あ
る（

7
）。
こ
の
よ
う
な
、
外
の
世
界
を
内
の
世
界
に
し
た
井
筒
の
思

想
は
、
果
た
し
て
、
そ
れ
に
は
い
か
な
る
倫
理
学
的
な
生
産
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
彼
の
時
代
状
況
か

ら
見
れ
ば
、
理
解
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
存
在
も
言
語
も
芸
術
も
な
ん
ら
か
の
記
号
（
分
節
）
で
あ
り
、
何

か
の
記
号
で
あ
る
が
、
決
し
て
固
定
し
て
絶
対
に
動
か
な
い
記
号
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
で
も
な
い
、
あ
れ
で
も
な
い
と
い
う

不
確
定
な
記
号
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
号
は
刹
那
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
ま
た

予
想
外
の
記
号
に
変
わ
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
潜
在
的
な
姿
か
ら
顕
在
的
な
姿
へ
と
変
転
し
、
後
者
に
固
定
す
る
こ
と
な
く
、
常
に

前
者
と
後
者
の
間
を
自
由
に
遊
動
す
る
。
こ
れ
は
、
存
在
論
に
お
い
て
も
、
言
語
論
に
お
い
て
も
、
井
筒
の
一
貫
し
た
主
張
で
あ
る（

8
）。

七
、
流
動
性
の
美
意
識

　

井
筒
の
芸
術
論
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
先
行
し
て
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
│
一
九
一
三
）、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
│
一
九
六
六
）、
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久
松
真
一
（
一
八
八
九
│
一
九
八
〇
）
の
禅
的
な
美
意
識
を
概
括
的
に
述
べ
て
み
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、岡
倉
天
心
の
『
茶
の
本
』（The 

Book of Tea

）
は
日
本
人
が
英
語
で
茶
道
を
紹
介
し
た
初
め
て
の
著
作
で
あ
る
。
西
洋
と
東
洋
の
美
意
識
の
違
い
に
触
れ
た
本
書
は
、

東
洋
の
美
意
識
の
独
自
性
を
、
空
を
追
求
し
空
有
で
世
界
を
表
す
と
い
う
禅
的
世
界
観
に
見
出
し
、
茶
道
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
鈴
木
大

拙
の
『
禅
と
日
本
文
化
』（Zen Buddhism

 and Its Influence on Japanese C
ulture

）
と
久
松
真
一
の
『
茶
の
精
神
』（
の
ち
に
『
茶

道
の
哲
学
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
）
が
、
そ
れ
に
続
い
て
執
筆
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
西
洋
の
美
意
識
と
の
対
比
に
お
い
て
、
禅
的
世
界

観
を
表
す
日
本
の
美
意
識
（
わ
び
、
さ
び
、
枯
淡
、
痩
せ
、
骨
な
ど
）
を
披
露
し
て
い
る
。

　

三
者
は
と
も
に
、
千
利
休
（
一
五
二
二
│
一
五
九
一
）
と
江
戸
期
の
茶
道
を
通
じ
て
、
日
本
の
美
意
識
を
禅
的
世
界
観
に
見
出
し
、
日

本
文
化
が
含
み
も
つ
禅
の
精
神
（
空
無
）
を
、
西
洋
文
化
に
潜
ん
で
い
る
実
体
や
本
体
の
精
神
（
実
有
、
永
遠
恒
常
者
）
に
対
照
さ
せ
、

両
者
の
相
違
を
主
張
し
て
い
る
。
存
在
論
的
に
言
え
ば
、
西
洋
と
東
洋
の
違
い
は
絶
対
有
と
絶
対
無
と
い
う
概
念
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、
鈴
木
と
久
松
の
禅
芸
術
は
茶
道
に
限
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
久
松
は
禅
に
由
来
す
る
文
化
群
と
そ
の
共
通
性
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
文
化
群
は
種
類
か
ら
申
し
ま
す
と
、
宗
教
・
哲
学
・
倫
理
・
作
法
・
諸
芸
・
文
学
・
書
画
・
建
築
・
造
庭
・
工

芸
等
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
…
…
そ
の
共
通
の
性
格
と
は
、
私
が
そ
れ
ら
の
文
化
か
ら
帰
納
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
大

体
七
つ
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
七
つ
と
は
、第
一
に
は
不
均
斉
、第
二
に
は
簡
素
、第
三
に
は
枯
高
、第
四
に
は
自
然
、第
五
に
は
幽
玄
、

第
六
に
は
脱
俗
、
第
七
は
静
寂
で
あ
り
ま
す
。」（『
久
松
真
一
著
作
集
』、
第
五
巻
、
理
想
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
一
頁
）。「
無
相
な
る
自

己
が
有
相
な
る
事
物
に
自
己
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
、
禅
の
文
化
が
創
造
さ
れ
る
」（
前
掲
書
、
三
三
頁
）
と
い
う
久
松
の
主
張
は
、
上
の

七
つ
の
特
徴
の
根
底
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
井
筒
の
芸
術
論
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

井
筒
の
芸
術
論
は
、
上
述
し
た
思
想
家
の
禅
的
美
意
識
を
背
景
に
持
ち
つ
つ
も
、
白
黒
で
世
界
を
表
す
中
国
と
日
本
の
水
墨
画
の
分
析

を
通
じ
て
、「
色
彩
の
排
除
を
目
指
す
」
と
い
う
日
本
独
自
の
美
意
識
を
主
張
す
る
に
至
っ
て
い
る
（「
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
と
哲
学
に
お
け
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る
色
彩
の
排
除
」、『
禅
仏
教
の
哲
学
に
向
け
て
』、
二
六
一
│
三
〇
三
頁
を
参
照
）。
そ
の
芸
術
論
の
根
底
に
は
、
彼
自
身
の
「
無
と
有
の

間
を
往
来
す
る
」
と
い
う
哲
学
的
信
念
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
井
筒
の
芸
術
に
対
す
る
考
え
方
は
、
彼
自
身
の
言
語
論
に
も
基
づ
い
て
い
る
。
芸
術
の
表
現
、
つ
ま
り
別
の
言
い
方
を
す

る
と
、
何
か
の
記
述
、
描
写
、
表
現
自
体
は
、
絶
対
無
か
ら
相
対
有
へ
の
分
節
な
の
で
あ
る
。
芸
術
も
ま
た
言
語
と
同
じ
何
か
を
表
す
も

の
で
あ
り
、
絶
対
的
な
無
分
節
の
境
地
か
ら
分
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
井
筒
の
目
指
す
最
高
の
芸
術
も
こ
の
よ
う
な
形
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
禅
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
有
か
ら
無
へ
、
そ
し
て
ま
た
無
か
ら
有
へ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
よ
う
や
く
真
の
芸
術
と

言
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　

井
筒
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
（
有
↓
無
↓
有
）
を
表
す
の
に
、
日
本
の
平
安
時
代
の
宮
廷
文
化
を
取
り
上
げ
、
そ
の
色
彩
の
豊
か
な
世
界
の

特
徴
を
説
明
し
つ
つ
、
そ
の
後
に
到
来
す
る
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
の
武
士
文
化
が
帯
び
た
白
黒
の
世
界
の
特
質
を
そ
れ
に
対
置
し
、
色

彩
と
白
黒
の
対
比
を
強
調
し
た
。
そ
れ
は
、
色
か
ら
無
色
へ
、
そ
し
て
無
色
か
ら
色
へ
（
色
↓
無
色
↓
色
）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

こ
の
色
↓
無
色
と
無
色
↓
色
と
い
う
二
つ
の
過
程
に
は
、
明
ら
か
に
色
の
排
除
が
強
調
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
色
を
表
現
す
る
に
は
、
何

も
画
か
れ
て
い
な
い
白
紙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
井
筒
に
従
え
ば
、
白
紙
は
無
色
↓
色
と
い
う
過
程
を
表
し
に
く

い
た
め
、
白
紙
の
上
に
何
か
ぼ
ん
や
り
と
し
た
も
の
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
十
三
世

紀
の
中
国
画
家
・
牧
渓
の
「
松
に
叭
々
鳥
図
」、「
煙
寺
晩
鐘
図
」、「
六
柿
図
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
市
に
あ
る
「B

attistero D
uom

o

」（
洗
礼
堂
）
の
壁
画
例
と
比
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
理
解
で
き
る

は
ず
だ
。
そ
の
建
物
に
入
る
と
す
ぐ
、壁
に
満
遍
な
く
画
か
れ
た
絵
画
が
目
に
と
ま
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
世
界
観
を
見
事
に
表
現
し
た
、

フ
レ
ス
コ
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
井
筒
流
に
言
え
ば
、
ま
だ
言
葉
や
表
現
の
世
界
で
あ
り
、
白
紙
の
空
白
部
分
を
残
さ
ず
に
塗
り

つ
く
す
執
着
の
世
界
で
あ
る
。
も
し
、
禅
的
表
現
で
壁
画
を
制
作
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
何
も
画
か
れ
て
い
な
い
空
白
の
壁
に
何
か
象
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徴
的
な
も
の
（
た
と
え
ば
、
何
か
十
字
架
ら
し
い
も
の
）
を
書
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
、

そ
の
色
も
あ
ら
ゆ
る
色
彩
を
抑
え
る
白
黒
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
、
イ
タ
リ
ア
に
も
同
じ
よ
う
な
芸
術
の
表
現
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
思
想
体
系
に
基
づ
く
の
か
。
こ
の
問
い
は
、
別
の
機
会
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
有
↓
無
↓
有
と
い
う
過
程
で
、
井
筒
が
も
っ
と
も
重
要
視
し
た
の
は
、
後
者
の
有
、
い
わ
ゆ
る
空
有
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

空
を
象
徴
的
に
表
す
何
か
で
あ
る
。
井
筒
は
桃
山
時
代
の
狩
野
派
出
身
の
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
と
い
う
画
家
を
取
り

上
げ
、
空
有
を
表
現
す
る
代
表
者
の
一
人
と
し
た
。
彼
の
豪
奢
な
桃
山
様
式
で
画
い
た
絵
の
背
後
に
白
黒
絵
画
の
表
現
の
た
め
に
積
ま
れ

た
訓
練
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
色
彩
豊
か
な
絵
画
と
白
黒
の
絵
画
を
同
時
に
画
く
力
の
あ
る
画
家
で
あ
る
こ
と
等
が
、
そ
の
理

由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
矛
盾
し
て
い
る
と
見
え
る
立
場
は
、
井
筒
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
無
と
有
と
の
間
を
往
来
す
る
芸
術
表
現

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

豪
奢
な
絵
画
の
背
後
に
は
、
必
ず
白
黒
が
含
ま
れ
る
。
と
き
に
は
、
白
黒
の
絵
を
画
く
に
は
、
白
黒
に
と
ら
わ
れ
ず
、
白
で
も
な
い
黒

で
も
な
い
何
か
で
絵
を
制
作
す
る
。
こ
れ
が
井
筒
の
芸
術
論
の
根
幹
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
芸
術
論
の
背
後
に
、
わ
れ
わ
れ
が
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
の
意
識
の
哲
学
や
言
語
論
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
東
洋
哲
学
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
絶
対
無
と
有
と
の
間
を
往
来
す

る
よ
う
な
流
動
的
表
現
と
は
、
無
分
節
（
識
別
な
し
、
区
別
な
し
）
と
分
節
（
識
別
、
区
別
）
と
の
間
、
ま
た
は
無
言
語
と
言
語
と
の
間
、

潜
在
と
顕
在
と
の
間
を
行
き
来
す
る
曖
昧
模
糊
で
明
確
に
定
義
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
動
性
や
可
能
性
、
な
い
し
偶
然

性
の
芸
術
こ
そ
、
井
筒
の
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

井
筒
は
、
色
彩
と
白
黒
の
絵
画
に
着
目
し
た
が
、
基
本
的
に
は
、
上
述
し
た
岡
倉
、
鈴
木
、
久
松
の
立
場
と
さ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
現
に
あ
る
も
の
（
形
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
空
無
の
境
地
に
至
り
そ
こ
か
ら
世
界
を
表
す
と
い
う
、
有

↓
無
↓
有
の
過
程
は
、
彼
ら
に
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
ら
の
決
定
的
な
違
い
は
、
上
述
の
通
り
、
大
乗
仏
教
あ
る
い
は
禅
や
真



七
五

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

宗
に
依
拠
す
る
か
、
ま
た
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
哲
学
（
な
い
し
遠
く
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
神
秘
哲
学
）
に
依
拠
す
る
か
で
あ
る
。
井

筒
の
場
合
、
芸
術
は
お
そ
ら
く
絶
対
者
・
超
越
者
・
神
（
宇
宙
）
の
自
己
表
現
、
自
己
顕
現
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
絶
対
者
の
人
間

の
深
層
意
識
に
働
い
て
出
さ
れ
た
「
全
一
」
の
内
部
芸
術
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

八
、
結
論

　

そ
も
そ
も
、
井
筒
哲
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
絶
対
無
か
ら
有
へ
の
顕
現
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
哲
学
（
な
い
し
遠
く
は

ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
神
秘
哲
学
、
イ
オ
ニ
ア
の
哲
学
）
が
働
い
て
い
る
。
す
で
に
論
究
し
た
よ
う
に
、
絶
対
不
可
知
の
神
（
隠
れ
た
神
）

が
顕
現
の
神
と
し
て
現
れ
、
人
間
の
深
層
意
識
で
自
ら
の
姿
を
現
す
と
い
う
神
の
自
己
顕
示
は
、
正
に
井
筒
の
言
語
論
と
芸
術
論
に
当
て

は
ま
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
使
う
言
葉
や
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
表
す
絵
画
は
、
人
間
内
部
に
お
け
る
神
の
自
己
表
現
、
自
己
顕
現
で
あ
り
、
人

間
自
身
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
に
お
い
て
使
う
言
葉
も
、
井
筒
が
提
案
し
た
通
り
に
認
識
す
べ
き
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
井
筒
の
言
語
論
は
、
彼
が
自
ら
の
実
存
的
状
況
、
な
い
し
時
代
状
況
に
お
い
て
、
当
時
の
膠
着
し
た
冷
戦
体
制
、
あ
る
い
は

西
洋
と
東
洋
と
の
隔
た
り
や
対
立
を
解
消
す
る
た
め
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
井
筒
の
そ
う
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
構
想

は
、
早
く
か
ら
『
神
秘
主
義
』（
一
九
四
九
）
を
通
じ
て
そ
の
姿
を
現
し
て
い
る
。

　

井
筒
自
身
が
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
の
哲
学
は
あ
く
ま
で
信
仰
な
の
で
、
信
ず
る
者
に
し
か
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
（
Ｉ

六
・
四
二
一
頁
を
参
照
）。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
信
じ
な
い
者
に
は
、
い
く
ら
で
も
批
判
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
批
判
的
に
言

う
な
ら
ば
、
そ
の
思
想
の
神
秘
的
な
傾
向
は
、
固
定
化
を
拒
絶
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
の
、
存
在
に
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せ
よ
、
言
葉
に
せ
よ
、
芸
術
表
現
に
せ
よ
、
す
べ
て
可
能
性
に
止
ま
る
と
い
う
曖
昧
な
姿
勢
を
示
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
む
し
ろ
一
種
の

危
険
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
何
か
を
す
る
と
き
、
そ
れ
が
よ
い
と
思
い
、
す
ぐ
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
、
た
ち
ま
ち

に
違
っ
た
方
向
、
甚
だ
し
き
は
無
方
向
に
走
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
規
則
性
や
必
然
性
、
あ
る
い
は
目
的
性
を
帯

び
な
い
行
動
に
出
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
逆
に
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
禅
の

考
案
に
現
れ
る
禅
僧
の
行
動
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
で
井
筒
流
に
言
え
換
え
て
み
る
。
行
動
も
記
号
の
一
つ
と
し
て
考
え
た
場
合
、
分
節
の
た
め
、
自
然
に
無
分
節
（
行
動
し
な
い
状

態
）
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
結
局
、
行
動
自
体
は
流
動
的
で
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
都
度
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
、

あ
る
い
は
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
あ
る
形
に
出
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
神
の
自
己
顕
現
と
し
て
人
間
の
行
動
を
解
釈
す
れ
ば
、

通
常
の
意
味
で
の
責
任
な
ど
と
い
っ
た
人
間
世
界
に
お
け
る
公
共
性
の
問
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
お
そ

ら
く
井
筒
の
哲
学
か
ら
脱
構
築
の
考
え
方
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

意
識
の
Ｍ
層
に
つ
い
て
、
井
筒
は
い
う
。「
意
識
の
Ｍ
領
域
こ
そ

『
元
型
』
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
本
当
の
住
処
。
ま
こ
と
に
奇
怪
な
（
と
常

識
に
は
見
え
る
）
も
の
ど
も
の
住
む
世
界
。
天
使
、天
女
、餓
鬼
、悪
霊
、

怪
物
、
怪
獣
ど
も
が
こ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
空
間
を
充
た
す
。
そ
れ
ら
の
大

部
分
は
表
層
意
識
に
は
現
れ
て
こ
な
い
し
、
ま
た
原
則
的
に
は
現
れ
て

こ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
現
れ
れ
ば
、
幻
想
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
け
。」（『
意
識
と
本
質
』、
二
一
八
頁
）。

（
2
） 

井
筒
が
解
釈
し
た
禅
宗
の
「
本
質
」
否
定
論
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
ー
『
意
識
と
本
質
』
を
中
心
に
」（『
世
界

哲
学
』、
二
〇
一
六
年
第
四
期
、
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
所
、
九
九
│

一
〇
〇
頁
）を
参
照
さ
れ
た
い
。筆
者
は
こ
こ
で
は
、井
筒
の
禅
宗
の「
本

質
」
否
定
論
に
関
す
る
解
釈
を
通
じ
て
、
表
層
意
識
に
よ
っ
て
捉
え
ら



七
七

井
筒
俊
彦
の
意
識
哲
学
に
お
け
る
言
葉
と
芸
術
〔
廖
〕

れ
た
存
在
（
本
質
）
の
虚
妄
性
を
指
摘
し
た
。

（
3
） 『
禅
仏
教
の
哲
学
に
向
け
て
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
四
年
）

の
「
禅
に
お
け
る
言
語
的
意
味
の
問
題
」、「
対
話
と
非
対
話
―
禅
問
答

に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」
や
『
意
味
の
深
み
へ
』（『
井
筒
俊
彦
著
作
集
』

第
九
巻
に
所
収
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
） 「
文
化
と
言
語
ア
ラ
ヤ
識
―
異
文
化
間
対
話
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ

て
│
」、『
井
筒
俊
彦
著
作
集
』、
第
九
巻
、
五
五
│
七
一
頁
を
参
照
。

（
5
） 

こ
こ
で
い
う
神
秘
性
は
、
彼
の
『
神
秘
主
義
』（
一
九
四
九

年
。『
井
筒
俊
彦
著
作
集
』、
第
一
巻
）
で
い
う
「
自
然
神
秘
主
義
」

（N
aturm

ystik

）、つ
ま
り
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
信
仰
に
お
け
る
全
一
（
神

と
信
者
は
一
に
な
る
、
宇
宙
と
自
己
は
一
に
な
る
）
概
念
と
異
な
っ

て
い
る
が
、
全
く
無
関
係
で
も
な
い
。「
自
然
神
秘
主
義
的
体
験
と
は
、

有
限
相
対
な
存
在
者
と
し
て
の
人
間
の
体
験
で
は
な
く
、
無
限
絶
対

な
存
在
者
と
し
て
の
『
自
然
』
の
体
験
を
意
味
す
る
」（
Ⅰ
一
・
二
二
）。

つ
ま
り
、
世
界
（
自
然
）
の
展
開
や
発
展
は
絶
対
者
の
自
己
顕
現
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
相
対
者
と
絶
対
者
と
の
徹
底
し
た
二
元
対
立
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
イ
ブ

ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
論
、
つ
ま
り
神
と
人
と
の
全
一
状
態
に
よ
る
存

在
論
と
も
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
神
以
前
の
状
態
で
あ
る
〇

（
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
）
は
い
か
に
し
て
神
に
移
行
す
る
の
か
は
、
不
明

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
6
） 

末
木
文
美
士
は
「
禅
か
ら
井
筒
哲
学
を
考
え
る
」（
安
藤
礼
二
、

若
松
英
輔
編
『
井
筒
俊
彦
―
言
語
の
根
源
と
哲
学
の
発
生
―
』、
河
出

書
房
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
七
│
一
四
九
頁
）
に
お
い
て
、
井
筒
の
言

語
論
を
批
判
的
に
見
て
、
そ
の
本
質
の
な
い
、
流
動
的
内
的
な
「
特
別

な
言
説
」
が
問
題
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
7
） 

言
語
の
倫
理
性
や
公
共
性
に
関
す
る
考
察
は
、
井
筒
自
身

の
『
意
味
の
構
造
―
コ
ー
ラ
ン
に
お
け
る
宗
教
道
徳
概
念
の
分
析

―
』（
一
九
七
二
。The Structure of the Ethical Term

s in the 
K

oran,Tokyo, 1959

）
で
い
う
言
語
と
道
徳
意
識
と
の
連
関
を
探
究

す
る
こ
と
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
坂
本
勉
・
松
原
秀
一
編
『
井

筒
俊
彦
と
イ
ス
ラ
ー
ム
―
回
想
と
書
評
―
』、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
、
三
三
三
│
三
四
二
頁
を
参
照
）。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

稿
を
改
め
て
、
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
8
） 

井
筒
の
次
の
よ
う
な
主
張
か
ら
、
彼
の
コ
ト
バ
の
定
義
が
わ
か

る
。「
コ
ト
バ
と
し
て
は
、
要
す
る
に
、
現
勢
化
を
待
つ
意
味
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
群
と
し
て
の
み
存
在
す
る
潜
勢
態
の
コ
ト
バ
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
」
Ⅰ
九
・
六
七
│
六
八
頁
）。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
三
号

七
八

【
付
記
】

　

本
論
は
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
哲
学
系
が
主
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「Eastern Philosophy and Thought facing A
rt

（
東
洋
の
哲
学
・

思
想
と
芸
術
）」（
二
〇
一
六
・
九
・
二
）
で
の
発
表
論
文
と
、
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
が
主
催
す
る
「
日
本
思
想
研
究
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
翻
訳
と
日
本
哲
学
」（
二
〇
一
六
・
九
・
六̶

七
）
で
の
発

表
論
文
を
加
筆
し
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。（
広
州
市
科
技
計
画
専

案
）「
西
学
東
漸
与
広
州
21
世
紀
海
上
絲
綢
之
路
」
の
段
階
的
な
成
果

で
あ
り
、
中
山
大
学
「
三
大
建
設
」
専
項
の
補
助
金
を
得
た
。




